平成２０年度第１回館山市消防委員会　会議録

◎　日　時　平成２０年７月２日（水） 午後３時３０分～午後５時３０分

◎　場　所　館山市役所　４号館　第１会議室
◎　出席者　館山市長

館山市消防委員会委員（１２名中１０名）

※別紙出席者名簿のとおり

　　　　　事務局：北山市長公室長、庄司課長、勢見主査、飯田主事
◎　次　第

１．開会
２．委員長挨拶
３．市長挨拶
４．議題

（１）平成２０年度消防関係主要事業計画について

（２）平成２０年度消防団の主な行事予定について

（３）火災発生状況について

（４）館山市消防団条例の改正について（諮問）

（５）消防団協力事業所表示制度の導入について（諮問）

（６）館山市消防団の組織の今後の在り方について

（７）その他
　５．閉会
◎　議事概要

事務局より、委員の出席状況について委員１２人に対し１０人が出席していることから、会議が成立している旨、報告した。

委員長が議長となり、議事が進行された。

　

◎議事に入る前に、事務局より、答申に対する市の対応について、資料２に基づいて説明をした。また、市からの諮問事項である館山市消防団条例の改正等について、資料３に基づいて説明を行った。
（１）平成２０年度消防関係主要事業計画について
（２）平成２０年度消防団の主な行事予定について

（３）火災発生状況について

議題の（１）～（３）について、資料１に基づいて事務局より説明を行った。

質問等があったが、内容については了承された。

【質疑等】

石井浩委員　：平成20年度主要事業計画のなかで第20部詰所改築工事設計委託ですが、どの程度の震度に耐えられる設計なのか、また、平屋または2階建てどちらでしょうか。
事務局　　　：現在の建築基準法で定められている耐震性よりも高水準な耐震性を確保します。また、平屋建です。

真田委員　　：平成20年度主要事業計画のなかで、防火水槽の修繕で有蓋化の工事を計上していますが、無蓋の防火水槽は市内にどれくらいありますか
事務局　　　：約１００基あると思われます。また、消防団から有蓋化の要望は約20件出されております。

真田委員　　：事故防止が目的で有蓋化が始まりましたが、計画的に取り組んでいかれたらどうでしょうか。
事務局　　　：毎年、夏に消防団幹部と事務局で現地を視察し計画的に行っております。

石井浩委員　：防火水槽建設工事が計上されておりますが、この防火水槽は耐震性を確保しているのですか。鴨川市は耐震性を確保したものが設置されていると聞いておりますが、館山市はどうでしょうか

事務局　　　：計画しているものは、耐震性の防火貯水槽です。構造は鉄の周りにFRPでコーティングしたもので2次製品です。耐腐食性・耐震性に優れたものであります。形は、浄化槽を大きくしたものとイメージしていただければよいです。
秋山委員　　：消防団作業服が更新されたそうですが、これは夏冬の区別は無くなったのですか。
事務局　　　：オールシーズン1着ということで団に貸与いたしました。

黒川委員　　：現在は、冬服タイプのものを1着貸与されていますが、実際は、夏場は薄手のものの方が良いです。予算の問題もあるでしょうが、予算措置ができるのでしたら、いつとはいえないでしょうが、できたら夏用の作業服を貸与していただきたいです。消防団では、公式行事は新基準作業服を、器具点検などの作業時には、いままでの旧基準作業服を着用してよいように指示しています。

事務局　　　：予算措置できるように努力いたします。
秋山委員　　：館山市消防出初式の日程は決定していますか。
畠山委員　　：平成21年1月7日で決定しております。場所はとりあえず文化ホールと考えています。場所については2ブロックの意見により決定したいと考えています。

小滝委員　　：三芳水道企業団が調べるか、消防団が調べるのか分かりませんが、震災の時に使える消火栓、又は、使えない消火栓を把握しておかなければいけないと思います。人手もかかることなので、すぐにという訳ではありませんが。また、鴨川市が最初に庁舎の近くに造ったと思いますが、水道本管と直結した防火水槽で、普段は防火水槽であるが、震災時には、飲料水と兼用できるような防火水槽を造ったと思います。館山市としても震災の時は、飲料水の確保が大切です。浄水器とかが整備されているとは思いますけども、今後、財政状況が厳しいなか、安全安心なまちづくりのために検討された方が良いと思います。
事務局　　　：今年度、地域防災計画の見直しを計画していますが、災害時の飲料水については、協定を締結しているところから提供していただけます。また、中越沖地震において柏崎では海上自衛隊による会場からの救援活動が効果的であったということもあり、今年度、地域防災計画を整理するなかで関係機関とも協議しながら、備蓄量も検討しながら、効率的な災害対策を講じていきたいと考えております。今年度設置する防火水槽については、もちろん耐震性のものであります。また、現在し尿処理については浄化槽が普及しております。飲料水は確保できても、浄化槽の用水など生活用水は確保が困難です。それは耐震性の防火水槽から給水できないかなど、小滝委員のご指摘を含めて十分検討していきたいと思います。
吉田委員　　：9月の防災訓練の日程、規模などについて教えてください。

事務局　　　：対象地区は神戸地区です。場所は協議のなかで、神戸小学校は訓練に適さないので、房南中学校にしたいとの意見がありました。次回の会議におきまして確定いたします。内容については、関係機関から、要望を取り、整理をしている段階ですが、今年度は、市民とともに安全安心なまちづくり、自主防災組織の充実を市として掲げているので、充実した訓練にしていきたいと考えております。避難所の開設訓練などを行いたいと考えています。これについては、会議において地区に提示したいと考えております。なお、6月1日に佐野地区の協力により土砂災害避難訓練を行いました。地域においても災害に対し関心が強まっていますので、それらの意見を参考にしながら充実した訓練にしたいと考えております。
秋山委員　　：小滝委員の質問に関連しますが、文化ホールのところに耐震井戸があり、災害時に給水するという貴重な井戸でありますが、私が団員の時に管轄区域ということもあり、点検をしていたのですが、現在は、この耐震井戸の点検は行っていますか。

事務局　　　：一中、館山小、文化ホールと3箇所あります。飲料水として使用するにはメンテナンスに多額の費用が掛かります。飲料水については協定で、かなりの量が確保できると考えております。また、各家庭でペットボトルの水を用意しておけば、かなりしのげると思われます。先程、説明しましたように中水道的に生活用水としては利用できますので効率的な災害対応の備蓄を考えております。
秋山委員　　：点検は市で行っているのですか。
事務局　　　：市で行っております。

（４）館山市消防団条例の改正について（諮問）
議題（４）について、資料１により事務局より説明を行った。

委員から出された意見により、原案を修正し、市に答申することで決定した。

内容は、第2条には「志操堅固、身体強健であって団員たるに足ると認められる者の中から」とは追加しないものとし、他については原案どおりで意見がまとまった。

【質疑等】

小滝委員　　：「志操堅固、身体強健で団員たるに足ると認められるものの中から、」とありますが、どのような基準で任命するのか、団長の判断だろうと思いますが、今の時代にそぐわないのではないかと思います。あまり良い例ではありませんが、実態に合わせて、町内会長の推薦ですとか、消防団員の推薦のなかから、相応しいものをというようなことでよいのではないかと思います。あえて、このように「志操堅固、身体強健・・・」とうたわなければいけないのですか。また、費用弁償では、火災出動は１８００円以内とありますが、１５００円などといった場合がありますか。水火災は２通りあるようですが、「以内」とする理由がなければ、決めてしまってよいのではないかと思います。昔は、予算の枠が決まっていて、出動回数が多いと年度末に不足するケースがありました。本当は１８００円払わなければならないのですけど、予算の都合上、少し減らして支払ったことがありました。その名残だと思います。ただし、今は、予算的に手当できてるのであれば、紛らわしくしない方が良いと思います。
事務局　　　：「志操堅固、身体強健・・・」という表現でございますが、年令要件を６０才未満まで引き上げるということで、消防活動が厳しいこともあり、このような条項を追加した方が良いのではないか、と委員会からもそのようなご意見を頂いたこともありました。この条項を追加したほうがよいかどうかは議論していただきたいと思います。また、費用弁償の「以内」という表現ですが、確かに、委員が言われるようにはっきりと決めた方が良いとは思いますが、通常の夜警は１２００円でありますので、水火災警戒のところだけ「以内」という表現を残すとなるとより分かりにくいものになります。皆さんのご意見により「以内」という表現の扱いを考えたいと思います
小滝委員　　：最近はいろいろな面で個人の責任が問われています。先日、消防団員の放火容疑で懲役刑が確定したようですが、誰が任命したのかということにもなりかねません。ただでさえ、団長の責任は重いものです。そのようなことから質問させていただきました。
事務局　　　：説明を補足しますが、市町村が条例を作る場合に基本となる準則ですが、そのなかに、この「志操堅固、身体強健」という表現が使用されております。また、多くの市町村でこの表現を使用しています。

小滝委員　　：館山市が当時この条例を制定した時は準則に従わず制定しました。消防団員になるには、志操堅固で身体強健だということは当然だとして、条例を制定したと思われます。

小滝委員　　：この条例については、年令のところだけを改正して、他はそのままで良いと思います。入団するには、本人が承諾して入団するわけですから、あえてこのような表現を追加しなくても良いと思います。
真田委員　　：小滝委員のご意見で準則云々とありますが、今までの条例が簡潔な文章になっていますので、そのままにして、不足する部分は、消防団内規が実際にあるので、そこに明記してもらえればよいと思います。

委員長　　　：真田委員からも意見がありましたが、このような表現は加えないほうが良いのではないかとい思います。

小滝委員　　：この会議で条文まで決めてしまうのですか。

委員長　　　：今日ある程度決めてしまいたいと思います。
小滝委員　　：消防委員会で、こうしたほうが良いのでは、という方針を出して、それを受けて、事務局で案文を作成し、例規審査会にかけて、議案を上程するわけですね。

吉田委員　　：真田委員と同様の意見ですが、あえて、このような表現を追加しなくて、年令の部分だけの改正の方が分かりやすいと思います。あとは、内規にて補足した方が分かりやすいと思います。
委員長　　　：年令の部分は当然改正しなければならないと思います。ただし、「志操堅固、身体強健」という表現はあえて追加しないということでよろしいでしょうか。
各委員　　　：異議なし。
畠山委員　　：条例の費用弁償の別表で、水火災警戒の１８００円以内のなかに、通常の夜警は１２００円ということですが、この表のなかに通常の夜警は１２００円だということを追記した方が分かりやすいのではないかと思います
真田委員　　：費用弁償の別表に「従事」という表現があります。「従事、従事せず」とあるが、この従事とはどういうことですか。

小滝委員　　：例えば、従事しない場合とは、火災に出動したが鎮火してしまったり、詰所に集まったが、2次出動の要請などが無く詰所に待機している場合などです。
真田委員　　：「以内」という表現は非常に不鮮明に受け取れます。この表の中に通常の夜警を１２００円として記入すれば、この表の以内という表現を削除できると思いますが、過去に、１２００円以内として、それ１２００円未満で支払ったことはありましたか。

事務局　　　：条例の別表に、機械器具整備は１２００円以内とありますが、現在は、６００円で支給しております。さらに、業務訓練に従事した場合ですが、２時間以上訓練に従事した場合は１２００円で支給していますが、２時間未満は６００円で支給しております。このような支給額は、条例の別表の備考にあるように、別で定めた支給額表があり、それに基づいて支給しております。

真田委員　　：条例では、「以内」として大まかに示し、別に定めたものでは細かく決まっているということですね。
吉田委員　　：別表の「以内」という表現は、２時間以上とか２時間未満とかで支給額が異なるのであれば、この「以内」という表現で良いのではないかと思います。ただし、警戒業務での通常の夜警と、年末特別警戒は区分をして、あとは、備考にあるように別に定めたもので、実際の支給額を定めてもらえればと良いと思います。また、大きな震災が発生したら、長期間の消防団活動を行うわけで、全て払いきれるものかと思います。さらに、団員も混乱すると思います。
事務局　　　：団員に十分説明をして御理解を頂くということでいかがでしょうか。警戒業務の夜警でも通常の夜警と年末特別警戒分では金額が異なることについては、条例の別表には規定せず、消防団員に十分説明させていただきたいと思います。
畠山委員　　：通常の夜警でも１８００円が支給されると団員に勘違いされても困ります。

小滝委員　　：条例の費用弁償の別表はこのままにして、備考欄にある市長が別に定めるということを活かして、支給額について決めておけば、何ら問題はないと思います。

委員長　　　：多くの意見を頂きましたが、費用弁償の別表については、この案のとおりでよろしいでしょうか。

秋山委員　　：津波警報の時は、どの区分になるのでしょうか。
事務局　　　：津波警報時の警戒業務は、風水害時の警戒業務として１８００円と考えております。

委員長　　　：皆様から多くのご意見を頂きました。これらのご意見により、原案を修正しまして、市に答申したいと思いますがいかがでしょうか。
各委員　　　：異議なし

（５）消防団協力事業所表示制度の導入について（諮問）
議題（５）について、資料１により事務局より説明を行った。

原案をもって、市に答申することで決定した。

【質疑等】
石井浩委員　：細則のなかの消防団活動への配慮に関することですが、館山市職員が火災に出動する時は年次有給休暇を取得してから出動すると伺っておりますが、このような細則を制定するに当たりどのように考えておりますか。
事務局　　　：市の職員は通常、職務専念義務があります。過去は、職務免除により出動させておりましたが、最近は諸問題により、年次有給休暇を取得させ、出動させておりますので御理解いただきたいと思います。まったくのボランティアで出動するわけではなく、出動手当を支給されているからです。また、館山市役所、南房総市役所などは、消防団活動に配慮するのは当然のことであります。ただし、この制度の対象となる事業所にはなりません。
委員長　　　：この原案をもって市に答申したいと思いますがいかがでしょうか。
各委員　　　：異議なし

（６）館山市消防団の組織の今後の在り方について

議題の（６）について、以下のとおり事務局より説明があった。質問等は特に無かった。内容については了承された。
【事務局説明】

事務局　　　：今回、３月の答申を受けて、消防団員確保の方策として、年齢要件や出動手当ての条例改正等を行い対応を図って行きたいと思っておりますが、現実問題として、各部において、消防団員の団員数に、ばらつき、年齢構成などの格差があるのも事実であります。過去に、部の統合により、団員の数が多くなったところもあります。消防団は、常備消防と連携して、地域の防火・防災について、活動をされており、地域の安全を守るのは、むしろ、地域に密着した地元消防団の方が活動力が大きいと思っておりますので、地域の防火・防災のより、効率的かつ機能的な消防活動の確保と、消防施設や消防設備の水準を高めるために、消防団員を始め、各地区の消防後援会など地域住民の声を十分聞きながら、消防団員の確保と共に、更なる、消防団組織の充実を図ることも今後の一つの課題ではないかと思っております。
【事務局補足説明】

事務局　　　：団員の報酬については、事務局としては引き上げを考えていました。条例改正をしたうえで財源の措置も必要になります。組織として検討していかなければならないので、財政サイドのものを集めて、市長などと議論した結果、消防団員は重責で確保が困難ですので、もう少し大くくりできないものかとの議論があり、あえてこの議題として入れさせてもらいました。消防団としての経緯もありますし、統合が非常に難しいことは十分認識しておりますが、そういうことで議題にさせていただきました。また今後の消防委員会のなかで議論していただきたいと思います。
また、報酬については、市全体では様々な報酬があります。人勧により見直しをしておりますが、マイナス勧告を受けたときに消防団員報酬だけは、引き下げなかったこともありまして、今回消防団員報酬をあげることは難しいということで、今回ご提案できませんでしたので、御理解いただきたいと思います。
（７）その他
意見、質問などはなかった。
議事終了後閉会
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	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(はやま),羽山)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(やす),保)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(お),雄)
	知識経験者
	出席

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(いしい),石井)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(ひろし),浩)
	〃　　　　
	出席

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(おだき),小滝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(しゅう),秀)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(さく),策)
	 　 〃　　　
	出席

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(すずき),鈴木)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(み),美)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(ちよ),千代)
	〃　　　　
	欠席

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(あきやま),秋山)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(たかし),貴)
	市議会議員 　
	出席

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(さなだ),真田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(しろう),司郎)
	　　〃　　　　
	出席

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(よしだしょうじ),吉田正二)
	　　〃　　　　
	出席

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(いしい),石井)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(のぶ),信)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(しげ),重)
	　　〃　　　　
	欠席

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(はたけやま),畠山)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(りょうさく),良作)
	消防関係者　　
	出席

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(くろかわ),黒川)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(みきお),三喜男)
	　　〃　　　　
	出席

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(ささや),笹谷)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(よしのり),義則)
	　　〃　　　　
	出席

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(はま),濵)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(だ),田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 16(まさみち),正道)
	　　〃　　　　
	出席
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